
仙北市議会だより9

行
政
Ｄ
Ｘ
の
さ
ら
な
る
活
用
を

質
問　

職
員
の
業
務
効
率
化
と
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で
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と
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て
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る
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屋
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全
体
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調
査
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べ
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で
は
な
い
か
。
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イ
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い
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ら
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次
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と
も
手
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つ
と
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え
て
い
る
。

角
館
高
校
の
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

質
問　

９
月
定
例
会
で
提
案
し
た
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リ
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自
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に
す
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と
の
進
捗
を
伺
う
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答
弁　

老
朽
化
が
激
し
く
、
６
，２
０
０

万
円
の
改
修
費
が
積
算
さ
れ
、
現
状
で

は
時
期
尚
早
と
判
断
し
た
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
人
工
衛
星
を
活
用
し
た
水
道
管
の
漏

水
調
査
に
つ
い
て

■令和7年度 総務文教関係の一般会計補正予算（第13号）主な内容

スクールバス管理費 9万円 スクールバスのカーナビに係る NHK 受信料（過去 11 年分）
【教育委員会】

車両維持管理費 165万円 公用車のカーナビに係る NHK 受信料（過去 11 年分他）
【市長部局】

過誤納税還付金 570万円 過年度分の法人市民税及び固定資産税の課税誤りによる還付金 

生活路線代替バス運行費 151万円 西木デマンド交通利用者増による増額（豪雨災害等対策）

市議会議員選挙費 491万円 令和８年４月１２日投開票の市議会議員選挙の入場券・ポスター看
板作成等経費

総務文教常任委員会

　11 月定例会の総務文教常任委員会では、仙北市北浦教育文化研究所設置条例の一部を改正についてと、令
和 7 年度一般会計補正予算などが審査されました。

法人市民税及び固定資産税過誤納税等還付金570万円計上

総務文教常任委員会・予算常任委員会分科会での主な質疑
◆スクールバス管理費
質問　NHK 受信装置の撤去はどのように行ったか。
答弁　カーナビに内蔵されているテレビ受信装置を業者に委託して撤去した。

◆過誤納税還付金
質問　法人市民税、固定資産税の件数はどれくらいか。
答弁　法人市民税と見込んでいる 46 件の不足分。また、令和 6 年度から継続している固定資産税課税誤

りに係る税額構成に伴う還付で新たに見込んでいる件数として 75 件である。
質問　法人市民税については予定納税があり確定して還付になるが、固定資産税について何故誤りがある

のか、いつになれば正しい賦課徴収になるのか、対策等があるのか伺う。　
答弁　最大、過去 10 年分遡って返還している。入力作業時のミスがあり再発防止策を作って対策を強化

しているところである。

■主な議案質疑
 【議案第 131号】 仙北市北浦教育文化研究所設置条例の一部を改正する条例制定について

当局の説明
　北浦教育文化研究所は現在西木庁舎で業務に当たっている。今般、庁舎再編に関連して令和 8 年２月
に予定している仙北市役所上野庁舎竣工にあたり、教育委員会事務局を西木庁舎から上野庁舎へ移転す
ることから、北浦教育文化研究所の位置を上野庁舎の位置と同じところに改めるものである。

質問　上野庁舎の開庁スケジュールはどうなっているか。
答弁　２月 24 日開庁予定である。前日までの 3 連休を利用して引越しする予定である。
※総務文教常任委員会への付託議案は全会一致ですべて可とすべきものと決定…本会議でも原案通り可決。

 【請願第 1 号】 「選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書」採択に関する請願書
◆会期中に審査を終了することができないので、閉会中も継続審査を要することから継続審査とする。

（門脇 晃幸 記）
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市民福祉常任委員会

■令和７年度 市民福祉部関係の一般会計補正予算（13号） 主な内容

健康増進センター運営費 22万円 田沢湖歯科診療所所長室を設置したための暖房費

後期高齢者医療短期人間ドッグ助成費 42万円 利用者増により 20 人分を増額

保育所等おむつ無償化事業費 127万円 おむつを保育所等で準備する新規事業 2 ～ 3 月分の経費

病院事業経営健全化計画策定事業費 4万円 2 月に開催される講習会へ参加するための交通費、受講費

後期高齢者健康診査等事業費 22万円 個別検診の受診者増により 20 人分を増額

　11 月定例会の市民福祉常任委員会では、令和７年度一般会計補正予算、仙北市国民年金保険特別会計補正
予算、仙北市介護保険特別会計補正予算、仙北市病院事業会計補正予算等について審査されました。

　　　保育所等おむつ無償化事業費127万円を計上

市民福祉常任委員会・予算常任委員会分科会での主な質疑
◆健康増進センター管理運営費について
質問　健康増進センター内の一室に田沢湖歯科診療所の所長室を設けたことによる暖房費とのことであっ

たが、算出方法はどのようになっているのか。
答弁　田沢湖病院では一括して全館暖房をしており、院内に隣接する健康増進センターと歯科診療所で暖

房費を面積割で支払う形である。

◆保育所等おむつ無償化事業費について
質問　契約先は１社とのことだがどこなのか。また、補正予算額で足りるのか。おむつの種類は選べるのか。
答弁　契約先についてはまだ決まっていない。これから条件付き一般競争入札を行い、契約を進めること

になる。２月、３月分を想定した補正額であり、不足しないと考えている。複数のメーカーのおむ
つを扱っている会社は今のところ無いので、おむつのサイズ別はあると思うが、種類は一種類にな
ると想定している。

質問　これから見積もりを取って契約先を決め、２月から実施するとのスケジュールとのことだが、補正
予算額で足りる根拠は何か。また、２月から実施できるのか。

答弁　既に複数の会社から見積もりを徴収しており、その金額を参考にして予算額を算出している。本定
例会で補正予算が可決されてから入札の準備になるので、順調にいけば 2 月実施に間に合う予定で
はあるが、３月からの開始になる可能性もあると考えている。契約内容はサブスクリプションでの
契約を考えており、１人１ヶ月いくらという形で契約する予定である。

質問　保育所に入らないで、在宅で子育てされている方もいるが、そのような方へのおむつ代の支援はな
いのか。

答弁　対象は仙北市内の保育園、認定こども園に入所し、市内に住所がある０歳から２歳であり、在宅で
子育てされている方への補助は現在のところ考えていない。

 請願第2号  仙北市社会福祉協議会への財政支援についての請願書について
　仙北市社会福祉協議会の職員とその家族からの提出であるが、内容を見る限り財政状況がひっ迫してい
る要因や、組織内で意見集約がされているのか等、不透明な部分がある。独立した社会福祉法人である社
会福祉協議会の内部で、もう一度深く協議すべき事案であるとの意見があり、採決の結果、全会一致で不
採択すべきものと決定した。

（小田島 広仁 記）

新規事業
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産業建設常任委員会・予算常任委員会分科会での主な質疑
◆農業経営等復旧・継続支援対策事業費補助金について
質問　申請件数は。
答弁　対象経費１９５万１千円の３分の１で、農業者３人、１１件分の各種農業用機械と設備等である。

◆花葉館施設整備事業費について
質問　今後も経年劣化による修繕が想定されるが、修繕計画はあるのか。
答弁　設備修繕の計画書は現在作成していない。

◆冬期交通対策費について
質問　大雨災害復旧に緊急流用したとのことだが、激甚災害指定の対象になるのか。
答弁　激甚災害は公共災害であり、今回は一般財源を流用したものであり対象とはならない。

◆埋蔵文化財調査事業費の減額について
質問　試掘調査で何かが見つかり、さらに調査しなければならないところまで見越した予算計上だったのか。
答弁　全体面積の 10％以上が調査対象だったが、さらに調査する経費は見越していない。
質問　予算化の時点で十分な検討や調整がなされたのか、また、予算の立て方に問題はなかったか。
答弁　８月末までに 1,800㎡を 1.5 ｍ掘る試算で、基礎となる書類が後から見つかり、県文化財保護室に確

認し結果的に縮小可能となった。

■主な議案質疑
 議案第130号 角館樺細工伝承館並びにふるさとセンター条例の

一部を改正する条例制定について
質問　年間使用料を総売上げの 6.18％から 3.5％に改めた場合、どの程度の減額か。また、経営改善に向

けた具体的内容は。
答弁　令和６年度の計算では、3.5％で約 90 万円の減額になる。経営改善に向けては、SNS 等での広報と

オリジナル商品の企画・販売等により２度３度と足を運んでもらえる取り組みを強化していく。

（武藤 義彦 記）

産業建設常任委員会

■令和７年度 観光文化スポーツ部・農林商工部・建設部関係の一般会計補正予算(第１３号)の主な内容
農地利用最適化交付金事業費 429万円 農業委員、農地利用最適化推進委員に係る報酬

農業経営等復旧・継続支援対策事業費補
助金 (R.7 大雨 ) 農業 65万円 大雨被害を受けた農業生産機械修繕への補助金

夢ある畜産経営ステップアップ支援事業
費補助金 1,439万円  牛舎改修及びスマート農業機械導入に係る補助金

農業経営等復旧・継続支援対策事業費補
助金 (R.7 大雨 ) 水産 165万円 大雨被害を受けた養殖幼魚購入等への補助金

冬期交通対策費 2,782万円 大雨災害復旧に緊急流用した差額分の補正

埋蔵文化財調査事業費 ▲3,424万円 潟前地区試掘調査終了による委託料の減額

　11 月定例会の産業建設常任委員会では、角館樺細工伝承館並びにふるさとセンター条例の一部改正、公の
施設の指定管理者の指定期間変更、令和７年度一般会計補正予算、温泉事業会計補正予算等について審査さ
れました。

角館樺細工伝承館並びにふるさとセンター条例の一部改正
年間使用料を総売上げの6.18％から3.5％に改正




